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葛飾区では、区民の健康づくりの一環として活用してもらうため、歩いて行ける公園・

児童遊園に健康遊具を新設・増設する。区民の方が歩いて行ける範囲で気軽に健康づく

りができるよう、各地域にバランスよく健康遊具を配置する。 

さらに、ウォーキングしながら公園・児童遊園を巡るコースや、健康遊具の位置・種

類がわかるポケットサイズの案内マップを作成する。 

 

 

 

今回の整備で、311ある区立公園・児童遊園のうち、58園に健康遊具を設置した。（平

成２８年３月３１日現在） 

1 健康遊具の新設・増設（包括対象外） 

腹筋ベンチや背伸ばしベンチなど 14種類の健康遊具を区内の公園・児童遊園に設置す

る。 

 設置園数 

 （1）公園   １６園（新設５園＋増設１１園） 

 （2）児童遊園 １４園（新設２園＋増設１２園） 

 

 

 

 

 

 

2 案内マップ「健康遊具とウォーキングで健康づくりマップ」の作成と事業の実施（包

括対象） 

平成 27年度にウォーキングしながら公園・児童遊園を巡るコースや、健康遊具の位置・

種類がわかるポケットサイズの案内マップを作成する。案内マップには複数の公園・児

童遊園を巡ることで数種類の健康遊具にふれ、バランスよく体を動かすことができるモ

デルルートを掲載する。モデルルートは歩きやすい道路を選んでいるので、安全・安心

に健康遊具を楽しむことができる。また、作成した案内マップを活用し、健康遊具完成

後にオープニングイベントを行った。（次頁参照） 

地域のつながりを通じた生活習慣改善推進事業 

 

事 業 目 的 

事 業 概 要 

               （単位：園） 

  新設 増設 既設 計 

公園 5 11 22 38 

児童遊園 2 12 6 20 

計 7 23 28 58 

 

【医療保健政策区市町村包括補助事業における補助対象経費】 

      案内マップ作成費 419,040円（印刷製本費） 
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実施に当たっての工夫点については、「区民との協働」ということに重点を置いた点と組

織を超えた協力体制での事業の推進である。 

＜区民との協働＞ 

１ 公園・児童遊園に設置する健康遊具の選定に、公園利用者 100 人アンケート（８種

類の健康遊具写真の中から利用したい遊具を選ぶ）を実施（参照：別紙アンケート結

果） 

２ うんどう教室会員を中心に、健康づくり推進員、ラジオ体操連盟、スポーツ推進委

員、地元町会の皆様と「体験会 in お花茶屋公園（うんどう遊具）」などのプレイベン

トを２公園で実施。 

３ 案内マップの推奨ウォーキングコースの選定に、健康づくり推進員が参画、その意

見を反映 

４ 健康遊具の利用方法の写真の撮影にも健康づくり推進員がモデルとして参画 

５ 健康遊具完成後のオープニングイベント（健康プラザかつしかに集合し、式典後ウ

ォーキングで東立石緑地公園に行き、健康遊具体験）にも健康づくり推進員、ラジオ

体操連盟、スポーツ推進委員、地元町会の皆様が参加。特に、健康づくり推進員がリ

ーダー的役割を果たした。 

＜職員の連携＞ 

１ 区立公園・児童遊園における健康遊具の設置に関する担当者打合せメンバー 

 次の６課が連携して、健康遊具の選定、プレイベント、オープニングイベント、案内

マップづくりを実施した。 

１）都市整備部公園課 ２）福祉部高齢者支援課 ３）政策経営部政策企画課  

４）健康部健康づくり課 ５）教育委員会生涯スポーツ課 ６）政策経営部広報課 

２ 意見聴取や情報の共有化（参照：別紙健康遊具ＮＥＷＳ） 

 打合せ会を１箇月１～２回ペースで７回実施した。また、進捗状況などの情報を職員

間で共有化するために、「健康遊具ＮＥＷＳ」を４号発行した。その他、健康づくり推進

員、ラジオ体操連盟などの各団体の会合や打合せに積極的に参加し、区民と職員の間で

意見交換や情報の共有化を図った。 

３ 東京都との連携 

案内マップに東京都健康づくり推進キャラクター「ケンコウデスカマン」を掲載し、

東京都との連携を図った。（参考：案内マップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施に当たっての工夫点・留意点 
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写真：推奨ウォーキングコース選定の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：東立石緑地公園プレイベント風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：オープニングイベント風景 

 

 

 
 
第６期葛飾区高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（平成２７年度～平成２８年

度）の基本目標「はつらつ」の中で、公園課が「健康遊具設置事業」、保健センターが「地

域健康づくり」と位置付けられている。健康遊具の設置をきっかけに、多くの高齢者や

女性が毎日利用する姿を見ることがあり、健康増進の機運が高まり始めたように感じる。 

また、案内マップ「健康遊具とウォーキングで健康づくりマップ」（東部版・西部版）

の各１，０００部は１週間で配布が完了し、すぐに、各２，０００部の増刷を行った。

このことからも都民の関心が高いことが伺える。 

  

  

  

事 業 成 果 
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現在、高齢者支援課が「うんどう器具」*1を設置したお花茶屋公園・高砂北公園・間栗

公園においてのみソフト事業である「うんどう教室」が行われている。今後は、「健康遊

具」*2のみが設置されている公園を対象に、庁内関係部署が連携して教室やイベントを開

催するとともに、区民による健康活動団体を育成したいと考えている。 

 

*１ うんどう器具とは介護予防を主な目的として公園内に設置されている運動器具の 

こと。 

*2 健康遊具とは幅広い世代の日常生活での健康づくりを主な目的として公園内に設置

されている遊具のこと。 

 

案内マップ「健康遊具とウォーキングで健康づくりマップ」の作成に続き、平成２８

年度には地域保健課がウォーキングマップの冊子、生涯スポーツ課がジョギングマップ

の作成を検討している。 

新設公園や既設公園の改修時には、地域の皆様の意見を聞きながら整備を進めている

が、広い年代の方々から健康遊具の設置要望が挙がっており、引続き、区民の健康づく

りの一環として、１公園３基以上の健康遊具の設置を推進する。 

今 後 の 展 開 
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